
○　本校の概要 令和8年3月6日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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児童アンケートによる
次の項目において、肯
定的な回答をした合計
の割合

①外国語の学習など
で、英語を話すことを頑
張っている。

②総合的な学習の時
間や社会科、生活科な
どで、地域や郷土のこ
とを知るのは楽しい。

児童アンケートによる
次の項目において、肯
定的な回答をした合計
の割合

①授業中、勉強がよく
分かる

②道徳科で、考えたり
話し合ったりするのが
好きだ。

③「早寝早起き朝ごは
ん」を今も続けている。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・すべての項目で８０％以上（②は９０％以上)でとてもすばらし
いと思います。先生方の努力のお陰です。②③については、
更なる改善策を考えておられすすめていただければと思いま
す。

・ネットや辞書に頼りすぎず、自分で考える力を身に付けてほし
い。

・①計画性＝生活リズムが安定することで日々落ちついて生
活できると思うので、続けて意識できるように指導してほしい。
　②児童同士の「良いところ発表」などして話す機会を増やす
のはどうでしょうか。
　③継続的に頑張ってください。

・学校内での学びに加え、校外の方達との交流を通じて、本や
インターネット以外での調べる・情報を収集する能力を身につ
けてほしい

・タブレットを使用するなど現状にマッチした教育をしていると
思います

・タブレットを活用し、個々又は班で考えながらプレゼン資料を
作成あいている姿を見ていてすばらしいと思いました。

・「目当てを立てて活動に取り組むのが好きだ」の項目で、昨年
度を上回り、8割以上の児童が肯定的回答をしている。このこ
とは、生活科や総合的な学習の時間において、教え込みでな
く、児童の能動的学習がしっかりと行われている証左と考え
る。児童自らがきちんと課題設定をして学習を進めることが、
生活科や総合的な学習の時間の基本で、これを着実にしてい
ることは評価できる。「本やインターネットを使って、自分の知り
たいことを調べることができる」の項目でも児童の肯定的回答
が多く、調べる学習も着実に行われていると感じた。

・地域の方々とよりコミュニケーションを取り、児童に体験・見学
などの機会を今後ともお願いいたします。

　・私は学生時代英語が不得意でした。今思うに、中１の時のあ
まりにもハイトーンで変声期の男子には、とても真似できる高さ
ではありませんでした。そんな細かいことにも配慮が必要かと
思います。

・①「英語を話す」となると、ハードルがまだ高く感じると思うの
で、日本語と英単語を入れ混ぜるところから始めるのはどうか
(テレビ番組の出川英会話のように)
　②知ってそうで知らない事が多い(地元の人でも)ので、今後も
続けてほしい。

・様々な国や地域にルーツを持つこども達がいます。そうしたこ
ども達にも配慮が必要であるとともに、文化を学び、違いを認
め合う力を身につける取組を考えてほしい。

・英語はとても大切だと思います。今の状況にあった教育をし
ていると思います。又、地域とのコミュニケーションも大切にし
ていると思います。

・コミュニケーションツールとして英語が役に立つような学習を
希望します。

・学校全体でＳＤＧＳについて学び、取り組んでいるのを感じま
す。エコキャップ集め、古着回収などこども達も積極的に取り組
んでいました。

・外国語指導助手(ＡＬＴ)と担任が連携した外国語の指導の充
実に期待している。児童の外国語への興味関心を高め、主体
的に取り組めるよう教材のの活用、学習活動の工夫をお願い
します。「おおたの未来づくり」の学習の充実を図ってもらいた
い。そのためには、六郷の地域性を生かした学習の充実が望
まれます。

・「わかる」ということについては「教わって(教師が説明して)わ
かる」「学習中に発見してわかる」「調べを進める上でわかる」
など、様々な捉えがある。教師が、わかりやすい説明の為の技
量を一層上げると共に、課題解決学習の充実を図っていきた
い。道徳の授業では、一人ひとりのこどもが価値葛藤できるよ
うな学習を進めていただきたい。

・小学校でわからないと中学、高校と更にわからなくなると思い
ますので先生方のご努力で、児童が注目する授業の工夫を今
後ともお願いいたします。健康面に関しては、今後もお便りで
重要性の周知をお願いいたします。

・分かった”つもり”はよくない。復習が大切です(自身の反省)

・①粘り強く頑張ってください。
②皆と同じ意見でも自分の口から発信することが大事なので
「皆と同じです」ではなく「自分の意見」と言ってほしい
③栄養士の先生に簡単に作れる朝食メニューをお知らせの手
紙に入れるのはどうでしょうか

・③については、肯定的な回答が７割あるものの、引き続き対
応すべき課題と考えます。他の課題も含めて、児童、保護者へ
の効果的な支援や呼びかけの在り方について検討していくこ
とが重要と考えます。

・ＩＣＴとは何の事か調べるまで知らなかった。早寝早起き月間
は児童も保護者も意識が向上するので良い取り組みだと思う
が、不正(ウソのチェック)が容易であることだと感じた。実際、
我が家でも月間中チェックを忘れ適当に書いて提出した事が
ある。

・保護者の参加数が少ないのが気になります。保護者の参加
数が増えるような取組を。

・勉強がよく分かるということは、家庭にも関係してくると思うの
で家庭環境により違いがでてくると思います。更に家庭にも協
力してくださる様、頑張って頂きたいと思います。

・中学校でもこの様な生徒も多いので、小学校から指導をお願
いします。

児童アンケートによる
次の項目において、肯
定的な回答をした合計
の割合

①総合的な学習の時
間や生活科の学習など
で、めあてを立てて活
動に取り組むのが好き
だ。

②友達と一緒に活動し
たり、お互いの考えを
話し合ったりすることが
楽しい。

③本やインターネットを
使って、自分の知りた
いことを調べることがで
きる。
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各項目の肯定的評価は、次のような
数値であった。（　　）は昨年度の結果
①82.6％（75.9）　　②91.2％（92.4）
③88％（79.3）

〇生活科や総合的な学習、おおたの
未来づくりなどを通して課題解決に向
けて学習ができたと児童が実感でき
たのはよかった。
〇②については、特に低学年の児童
の数値が低かったので、早い段階か
ら協働する楽しさを味わわせるような
取組を考えていく。
〇タブレットを活用して発表やプレゼ
ンする力は少しずつ付いてきている。
今後は、低学年の使用頻度や活用場
面の開発も考えていく。

各項目の肯定的評価は、次のような
数値であった。（　　）は昨年度の結果
①	86.3％（88.2）　　　②82.7％（76.3）

〇イングリッシュカフェ（休み時間に外
国籍の講師との交流）などに参加す
るように促し、外国語の授業だけでな
く、外国語に触れる機会をもたせるよ
うに働きかけていく。
〇SDGｓ（持続可能な開発目標）につ
いては、総合的な学習の時間や児童
会活動（エコキャップ集め）などで取り
組み、全校的に広げていくようにして
いき、児童の意識を高めていく。
〇学校周辺の商店街や六郷という地
域性を生かした学習を実施している。
体験や見学などの活動をさらに増や
していきたい。

4

各項目の肯定的評価は、次のような
数値であった。（　　）は昨年度の結果
①84.2％（87.3）　　②73.6％（70.3）
③72％（74.1）

〇各教室の電子黒板や１人１台のタ
ブレットなどを活用して、視覚や聴覚
からも理解を促すような工夫ある授業
ができるよう、教員の研修を充実させ
ていく。
〇道徳の授業では、自分の考えや思
いを伝えるのが苦手な児童が多い。
そこで、今後はICT機器（電子黒板や
タブレットなど）を活用したり、ロール
プレイ（役割演技や動作化）などを取
り入れたりすることで、楽しい授業展
開を工夫していく。そして、自分の考
えを表現できる児童を増やしていきた
い。
〇5月と10月の「早寝・早起き・朝ごは
ん月間」では、月曜朝会での講話や
給食や保健などのお便り、カードによ
るチェックなどの取組を実施してい
る。実践するのは家庭なので、引き続
きお便りで協力をお願いしていく。
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２：
６0％
以上

１：
６0％
未満

４：
８0％
以上

成果
評価

令和７年度　大田区立東六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・教育目標　「思いやりと正義感のある子」「自ら学び考える子」「健康で明るい子」　　　【校訓】　「やさしく　かしこく　元気よく」   今年度は　開校６４周年を迎えた。
・令和７年８月末現在　児童数　３７８名　　学級数　１４学級　　平成３０年に新校舎が完成し、３分の１が芝生の広い校庭。
・校内研究主題　「自分の考えを表現できる児童の育成～読むことの活動を通して～」　を掲げ、国語科の学習を通して児童の学力と、教員の指導力向上に取り組んでいる。

2

学校関係者記入欄
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３：
７0％
以上

目標に対する成果指標

10

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

2

3

⑤朝読書・読み聞かせ・語彙の学習を朝
学習の時間で行い、言葉の力を豊かにす
る教育を行っている。

3

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

2

④縦割り班活動や異学年合同の活動の
機会を設け、他者と協働していく力の育
成と共に、自己肯定感の醸成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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７0％
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２：
６0％
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１：
６0％
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

各項目の肯定的評価は、次のような
数値であった。（　　）は昨年度の結果
①82.4％（82.5）　　　②88.8％（84.5）

〇①については、ほぼ昨年度と同じ
であった。今年度から本格実施となっ
た新教科「おおたの未来づくり」の取
組を通して、さらに地域との連携を図
る機会を増やしていきたい。今後は、
その活動と道徳授業を横断的な学習
として、地域を愛する心情も培ってい
く。
〇毎月の学校施設の安全点検をしっ
かり行い、避難訓練は前年踏襲では
なく毎年反省を生かして内容を見直し
ている。
〇児童のタブレットの破損や時間外
での視聴、不適切な使用も見られ、
指導が徹底できていないこともある。
情報モラルについて、更にしっかりと
取り組んでいくことは課題である。
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・学校施設の安全点検は継続的にお願いいたします。

・こどもは地域にとって宝です。見守っています。

・①地域行事のお知らせを増やしてほしい。
②「前年踏襲ではなく・・・」とっても重要な事だと思います。頑
張ってください。

・タブレットの管理は正直保護者にも難しいものがある。指導し
ても約束を破るのがこどもである。そもそもタブレットの貸し出
しが保護者の望みに合っていないと思う。現代のこどもにとっ
て、こんな魅力的なものを与えれば不適切な使用は浮上しても
仕方ないと感じた。

・こども達の安全性を高める上で、保護者の知識のアップデー
トも必要。外部講師を招いた授業の動画などをアーカイブで見
られるようにすると良いのでは？

・引き続き、安全安心な教育をお願いしたいと思います。

・東六小を取り巻く地域・町会については、極めて学校に協力
的である。また、地域には優れた教育資源が多い。こうした環
境を教育活動にいかしていくことは、極めて大切なことと考え
ている。各教科・領域の学習で地域人材や資源の活用を積極
的に図ってほしい。各月の安全点検の確実な実施とこどもへ
の安全指導をこれからも宜しくお願いします。

・安全面については、今後とも更なるご指導をお願いいたしま
す。ＨＰ等に関しては、投げっ放しにならぬように運用いただけ
ればありがたいです。(年度途中の確認はいいですね)

・コミュニティースクールの委員は、特別職の公務員とはいえ、
学校教育に関しては素人です。過度に期待しないでください。

・今後もどうぞ宜しくお願い致します。

・①無理難題のこともあると思うので、要望が通らないから評
価が下がっているかも、丁寧に対応はしてくれていると思う(成
果評価は４でもいいと思う)
②自転車マナーは保護者にも知ってほしい。

・①について、校長先生のお話にもありました通り、なぜ、この
ような評価につながったのか分析が必要と考えます。課題改
善に向けた取り組みが進展することを願っております。

・１，２年生の児童が放課後、自転車で遊びに出かけているの
を毎年見ている。自転車教室で受講、指導を受け許可証をも
らってからでないと一人運転してはいけないという認識が薄い
印象。

・近隣の他校との交流(特に進学先で一緒になる南六郷小や
六郷小)があると良いのでは？

・学校教育運営の会で引き続き協力をしていきたいと思いま
す。

・保護者が「自分たちの要望について考えてくれている」という
実感が持てるような取り組みが必要となる。地域、ＰＴＡと連携
した登下校の安全への取り組みが大切と考える。

・②について達成目標の８０％に達していないので、評価として
は、３と考えますが。先生方の日々の授業の工夫に対しての
ご努力は大変なものだと思います。お忙しいとは存じますが、
今後とも研究を重ね、より良い授業を目指していただけますよ
うお願いいたします。また、「授業改善プラン」の有効活用に期
待いたします。先生方、働きやすくやりがいがみえる職場環境
を構築してください。

・教師同士が相談し合える環境を大切にしてくだい。

・①同じ指導をしても先生の性格(特性)によって伝わり方が違
うと思うので、色々な方法を試してほしい(先生達の情報共有)
②継続的に頑張ってください。

・ちょっとわかりません。

・家庭での学習が効果的だと思うが、指導すべき保護者が多
忙なでで、こどもの学習を見守る環境がないと思う。

・先生達にはこれからも頑張って頂きたいと思います。

・多くの保護者にとってわかりやすい授業とは、教師の説明や
板書、話し合い活動などが充実している授業と考えられる。
様々な学習活動の質を高めるよう研鑽に励んでいただきた
い。授業改善プランの見直しを図り、よりよい授業づくりを目指
してもらいたい。

各項目の肯定的評価は、次のような
数値であった。  ※今年度指標を変更
①85.9％　　　②78.2％
 
〇児童の理解を高めるためにICT機
器を活用したり、授業の中で話し合い
をさせたりすることで、児童の発想や
考えを引き出すような工夫をする学級
が増えてきている。
〇校内研究では、国語科を通して教
員の指導力を高める取組をしている。
今年度は経験を積んだ教員による授
業提案を多く実施することで、若手教
員の指導力育成に努めた。
〇夏休み前に全学年の各教科にお
ける授業改善プランを作成している。
しかし、これを有効的に活用するには
至っていない。次年度は教員が共通
理解を図る機会をきちんと設けていき
たい。
〇児童の基礎的な学力が向上するよ
うに、朝学習の徹底とプリント学習な
どの内容の見直しも行っていく。
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・上項目と同じく８０％以下なので３と考えますが。改善案が明
確で保護者とのコミュニケーションを重きに置いていただきあり
がたく感謝申し上げます。開かれた学校を目指して今後ともご
尽力いただきたくお願いいたします。
・「都職員とのこどものことに関する相談が、年々下降気味」と
のことで、次年度２学期にも個人面談を実施するなどの対応を
考えているのは良いと思う。保護者の多忙化、スクールカウン
セラーの減員など、様々なことが影響していると思われるの
で、今後も東六郷小の実態を見据えた対応を考えていってほ
しい。
・ボッチャトーナメントは、毎年こども達も楽しみのしているの
で、継続してほしいと思います。パラスポーツだけでなく、普段
できないような競技も取り入れてもらえると良い。
・自校の先生に対して、もやもやした気持ちのこどももいると思
う。気軽に相談できる体制づくりが必要。
・困難のある児童生徒一人ひとりの状況にあわせて教育する
ことは本当に大変なことと思います。これからも力を尽くして頂
きたいと思います。
・一人ひとりに合わせた指導は大変だと思いますが、努力して
ください。
・①働き方改革で時間が無い中、大変かもしれませんが保護
者と担任の先生との話す機会を増やしてください。特に問題の
ない児童でも学校生活の様子を話すと保護者から家庭の様子
も話しやすくなるかも。②先生チームと対戦はないのでしょう
か。先生たちと対戦すると児童達には良い思い出になります。
(できれば町会チームも入れていただけると地域交流になるの
では)

・個別目標に対してスクールカウンセラーが一人なのは、流石
に厳しいと思う。

各項目の肯定的評価は、次のような
数値であった。（　　）は昨年度の結果
①78.7％（81.2）　　　②87.4％（85.1）

〇①については年々数値が下降気
味である。そこで、次年度は２学期に
も全員の個人面談を設定し、担任と
話す機会を増やしていく。
〇特別支援教室巡回指導教員やス
クールカウンセラー、担任が、報告・
連絡・相談を行い、必要に応じてケー
ス会議も実施している。
〇ボッチャトーナメントを通して、パラ
スポーツに触れ、誰でも楽しめるよさ
に気付かせるよい機会となっている。
〇今年度はスクールカウンセラーが1
名になってしまい、保護者が必要な時
に相談できないこともあったように思
う。次年度以降、2名体制を区へも要
望していく。
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0

Ｂ 5

１：
６0％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 8

Ｂ

Ｄ

保護者アンケートによ
る次の項目において、
肯定的な回答をした合
計の割合

①こどもたちにとってわ
かりやすい授業をして
いる。

②授業や補習・朝学習
をなどを通して、こども
たちに学力・体力がつ
いてきている。

２：
６0％
以上

１：
６0％
未満

保護者と児童アンケー
トによる次の項目にお
いて、肯定的な回答を
した合計の割合

①教職員にこどものこ
とについて相談しやす
い。

②ボッチャトーナメント
は楽しい。

４：
８0％
以上

１：
６0％
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す 困難のある児

童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

４：
８0％
以上

保護者アンケートによ
る次の項目において、
肯定的な回答をした合
計の割合

①地域の人材や施設を
教育活動に生かしてい
る。

②こどもたちの安全性
を高める指導や訓練を
行っている。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：
６0％
以上

３：
７0％
以上

３：
７0％
以上

４：
８0％
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。
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２：
６0％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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Ａ 7

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④教員は校内研究やOJTを通して、自分
自身の指導力を向上させる取組を行って
いる。

③問題解決学習やセーフティ教室の中
で、発達段階に応じたICTモラル教育を
行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。
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④ボッチャ大会、城南特別支援学校との
交流等を通して、オリンピック・パラリン
ピック教育を行っている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

2

4

3

3

Ｂ 3

保護者アンケートによ
る次の項目において、
肯定的な回答をした合
計の割合

①学校は地域・保護者
からの質問や要望に対
して丁寧に対応してい
る。

②登下校の安全が守ら
れていると感じている。

各項目の肯定的評価は、次のような
数値であった。（　　）は昨年度の結果
①78..1％（83.2）　　　②76.7％（72.2）

〇4月から本校も学校運営協議会（コ
ミュニティスクール）を実施している。
今後は、更に地域や保護者の声に耳
を傾けていきたい。会議の内容の充
実も図っていく。
〇登下校時の交通安全等について
は、月１回の安全指導、学期の始め
と終わりや適宜月曜の朝会で児童に
指導を行っている。
〇低学年には区の交通安全指導員
による歩行訓練や、３年生への自転
車教室などを計画的に実施してい
る。
〇近隣の幼稚園や保育園児を招き、
交流会を実施したり、４年生が城南特
別支援学校に見学に行ったりして「地
域」を意識した活動をすることができ
た。３学期の展覧会では、副籍交流
のある矢口特別支援学校の児童の
展示協力などで連携を図る予定であ
る。
〇PTA・スクールサポートによる行事
や活動が昨年度同様、関係者のおか
げで活発に行えたのはよかった。児
童にとって楽しい活動がたくさんあり
充実していた。
〇学校便りやHPなどの内容の充実
を、教職員の中でも改善に努める。
HPの発信数は昨年度よりは増えた
が、学年の偏りもあるので年度途中
に確認することもしていきたい。 Ｄ 0
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